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第１回学校運営協議会 報告 

令和７年５月９日（金）に開催した学校運営協議会の内容

を抜粋・要約したものを報告します。 

学校経営方針について（校長より説明） 
・「ふるさとに愛着と誇りを持ち、これからの時代をたくましく生きる子ども  
 の育成」のために、９年間を見通した育ちと学びを大切に取り組む。 
・地域とともにある学校づくりの推進に一層力を入れていく。 
・学力向上推進リーダー派遣や共同訪問などの機会を生かしながら、「人づくり」 
 「学力づくり」を進めていく。 
・次回８／５（火）に、本校職員と地域の方々との意見交換の会を予定。 
・コミュニティスクールの導入→本会だけでなく、関係諸機関との連携を大切にし 
  ていきたい。 
・スローガン「愛と勇気」→ 優しさと強さを持った児童生徒に。 
・児童生徒会のテーマ「挑戦」→ 一人一人の可能性を伸ばす。 

 
教育活動・その他について 
  ・「中島橋の花植え」→ 子どもたちが植えた後の世話もできる形に変えていく必要 
   があるのではないか。教育上「育てる過程」を体験することは大切であろう。 
  ［学校より回答］次年度は活動場所を変更するなどして、子どもたちがもっと長い時間関わ 
       ることができるようにしたい。 
  ・「後援会について」→ これまで自治会連合会長が後援会長を兼務していたが、頻 
   繁に会長が替わるのではなく、ある程度長く続けられる方がよいのではないか。 
   今後、学校運営協議会と後援会のつながりを構築していけるとよいのではないか。 

今年度の活動計画について［学校より］ 
  ・第２回８月５日（火）、第３回１２月１１日（木）、第４回２月１２日（木） 
   その他、各授業参観等 
 

ＰＴＡ 
地域の人々 

学校 

学校と家庭の協働 学校と地域の協働 

コミュニティ・スクール「地域とともにある学校づくり」 

～地域とつながる、地域で支える～ 

今年度の学校経営方針

は、こちらで御確認く

ださい。 



地域の皆様やボランティアの方々と連携した学校教育活動  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 熟議 

ふるさと学習（養蚕） 

 特別非常勤講師・野澤正義様にご指

導いただきながら、１・２年生が蚕を

育てました。桑の葉の与え方や温度・

湿度の管理等のアドバイスをいただき

ながら取り組みました。６月１３日の

収繭式まで、約１か月お世話になりま

した。 
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問合せ：前期課程教頭 長野 

７月の主な予定 

１日（火） せきれい移動図書館［１～６年］ 

        実力テスト［９年］ 

２日（水）   後期課程授業参観 

３日（木） きぬの里訪問［４年］ 

４日（金） クラブ［４～６年］ 

５日（土） 絹公民館「学びの教室」 

１０日（木） フラメンコワークショップ 

                  ［１～６年］ 

１４日（月）   スマイルアップウィーク 

         なかよし共遊［１～６年］ 

１５日（火） 煮繭・角真綿がけ［３年］ 

１８日（金） 第１学期終業式 

１９日（土）～ 夏休み 

生き物調査 

今年も田んぼの学校実行委員会の

皆様、そして絹土地改良区の曽雌様に

お世話いただきながら、延島地区の用

水路で６年生が生き物調査を行いま

した。身近な場所に生息する生き物た

ちについて学ぶ貴重な機会となりま

した。 

 

登下校時の見守りありがとうございます！ 

 登下校時刻に合わせて児童生徒の見守りをしていただき、本当

にありがとうございます。おかげ様で、子どもたちの安心・安全

の確保につながっています。 

散歩をしながら見守り 
をお願いできれば幸い 
です。ベストをお配り 
していますので、学校ま 
でお問い合わせください。 


